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１ はじめに 
 本稿の目的は、教職課程認定大学における教育実習指導の現状と課題を明らかにし、今
後の教育実習指導のあり方を検討することである。  
近年、国公私立大学の教員養成課程を有する大学では、教職実践センターの設置やカリ
キュラム改革等が行われている。これらは教育現場が抱える様々な課題に対応できる教員
を養成するために、実践的かつ即戦力を養う質の高い教職実践を提供すべく行われている
ものである。また教員養成制度全体を見渡してみると、教職大学院の設置や免許更新制の
導入、教員免許状の修士レベル化等の議論があり、教員養成のしくみそのものの質的転換
が迫られているともいえる。このような教師教育の高度化、専門職化の流れは、「大学にお
ける教員養成1」や「開放制免許制度」の原則に対して、一石を投じるものとなっている。
なぜなら教員養成系以外の大学・学部では、教育学部に準じるだけのカリキュラム、人材、
コストをかけることはかなり難しい側面もあるからである。 
しかし、このような状況だからこそ、各大学が自学の教職カリキュラムの方向性を明確
な理念と目標の下に、より充実したものへと発展させる契機とすることも可能なはずであ
る。そのためには、大学や学部全体で教職課程を有する意義を共有することが大切になる。
その上で行うべきことは、（１）自学の教職課程の持ち味を活かした充実を図ること、（２）
教職履修生のレベルや傾向をふまえて、彼らの関心や経験の幅を拡げる手立てを講ずるこ
とである。各大学の教員養成課程には、大学の理念や専門性とともに、これまで積み上げ
てきた経験値がある。その中にこそ、それぞれの大学が目指すべき特色ある教員養成のあ
り方が含まれていると考えられる。つまり、自学の強みを生かした教員養成プログラムを
構想・実現することが必要だといえる。  
以上の問題意識をふまえて、本稿では、学生が教員免許状を取得するまでの道筋をどの
ように保証し、育てていくのかを改めて考えてみたい。ここではその手がかりとして、亜
細亜大学（以下、本学）の教育実習事前・事後指導科目である「教育実践研究Ⅱ・Ⅲ」を
受講する学生が、教育実習の前後でどのような認識の変化が生じたのか、さらに教育実習
中に直面した課題とその克服に向けた努力の中から各自が実習先で何を学んだのかを整理
する。そこから今後の教育実習事前・事後指導のあり方を検討し、自学の強みを活かしな
がら「地に足の着いた教師教育とは何か」を考えていきたいと思う。 
 
２ 教育実習事前・事後指導科目「教育実践研究ⅡⅢ」の概略  
 本学では教育実習の事前・事後指導科目として「教育実践研究Ⅱ・Ⅲ2」（通年科目）を
置いている。免許状取得希望者は、4 年生の前期もしくは後期で教育実習を行うので、「教
育実践研究」は 4 年次に履修する必修科目である。  
シラバスに記載した本科目の趣旨は次の通りである。「４年次において中学校免許取得
者のための教育実習及び事前事後指導を行う。実習受け入れ校の指導の仕方にもよるが、
教壇実習を主とした実習を３週間程度行うことを原則とする。生徒指導及び校務のあり方
についても学ぶ」としている。また到達目標は、次の六点を挙げている。「1. 教育実習で
の活動イメージをつかむ」、「2. 学習指導の方法を復習する」、「3. 実習校との打ち合わせ
を行う」、「4. 教壇実習及び研究授業の準備をする」、「5. 教育実習を責任を持って行う」、
「6. 教育実習のふりかえりを通じて自分の課題をつかむ」である。 
 本学の学生は、5 月の連休明け頃から 6 月の終わりにかけて教育実習を行う者が 6~7 割
程度である。そのため実習と重なる期間中は授業を開講せず、前期はじめの事前指導と後
期の事後指導が中心になる。事前指導では教材研究、学習指導案の作成、模擬授業などを
行い、実習に向けた心構えをつくることが中心になる。短期間でできることは限られてい
るため、各自が最大限の事前準備をする。後期の事後指導では、教育実習の報告3や実習中
の出来事などをもとにグループディスカッションを行い、教育実習の振り返りを行う。そ
こで教師の仕事と改めて向き合い、自身の課題を明らかにする4。 
事後指導に関しては、4 年次後期に行う「教職実践演習」でも同時期に類似テーマを扱
う5。こちらは教職履修の総まとめ科目として、教員に必要な資質を確実に身につけること
が目的である。内容的に重複する部分が多いため、中教審答申でも指摘している通り6、教
育実習事前・事後指導科目との関連性や連続性を考慮する必要がある。 
 また、本学は母校実習を行う学生が大半である。母校実習については、大学側の対応の
難しさや評価の客観性を確保するなどの点で指摘されているところである。しかし本学で
は、教育実習期間中の授業を開講しない代わりに、課程教育（教職、図書館司書）の担当
教員やゼミ指導教員が分担して、実習を行うすべての学生の実習校訪問（巡回指導）を行
う。これは本学の特徴ともいえ、他大学の教職課程ですべての実習生の実習校訪問を行っ
ているところは数少ない。現在、教育実習を行う学生は毎年 40 数名おり、一人の教員が
訪問するのは平均して３～４校程度である。  
 
３ 学生の視点から教育実習を考える  
ここまで教育実習指導についての科目の概要を述べてきた。実習指導担当者として考え
る科目の目標は上に述べたとおりである。つぎに 2014年度と 2015年度の「教育実践研究」
を履修した亜細亜大学（以下、本学）の学生を対象に行ったアンケートおよびレポートを
参考に、学生の関心や経験等に目を向けてみたい。学生の意欲や関心の度合いとその内容、
教育歴等は異なり、指導の際にはそれらも配慮する必要がある。そこで次の三点を整理し、
今後の事前事後指導の充実に資する手がかりとしたい。 
まず第一点目は、教育実習開始前に行ったアンケートから、実習直前の学生が「①不安
に感じていること」「②実習中に意識して気をつけたいこと」「③実習までに準備すること」
を整理する。第二点目は、実習終了直後に行ったアンケートから、「実習の前後で見方か変
わったこと、ギャップを感じたこと」を紹介する。第三点目に、教育実習が終了して一定
期間後に振り返りとして学生に提出させたレポート「実習中に直面した課題とその対応」
から、実習期間中にどのような悩みが生じそれを克服しようとしたのか、いくつかの事例
を紹介する。これらのことから、学生たちが教育実習をどのように理解し、取り組んでき
たのかを明らかにしたい。なおアンケートは記述式で行っているため、学生からの回答結
果を項目ごとに分類しながら多かった順に挙げていく。 
 
（１） 教育実習開始前のアンケート結果から  
 
①不安に感じていること 
〔知識不足と授業づくり〕 
教科内容についての知識不足、いまの自分の知識（学力）でしっかり教えられるのか、
指導案をつくれるか、生徒の興味関心をひく授業ができるか、わかりやすく伝わる授業が
できるか、授業の準備や教材研究はきちんとできるか、研究授業ができるか、授業での時
間配分、授業中に寝ている生徒や私語への対応・注意の仕方  
〔生徒とのコミュニケーション〕  
短期間で生徒との信頼関係が築けるのか、生徒と打ち解けあえるか、どのような距離感
で接したらよいか、自分のコミュニケーション能力に自信がない  
〔担当教員との関係〕  
知り合いの先生方からのプレッシャー、上手く関係を築けるか  
〔その他〕 
・担当する科目・分野が直前にならないとわからない 
・生活リズム（朝起きられるか、体力的な不安）  
・漠然とした不安、何をすればいいのかわからない、まだ具体的なイメージがわかない  
・就職活動との両立、戻ってからの大学の講義についていけるか  
 
②実習中に意識して気をつけたいこと  
〔実習中の過ごし方〕  
・挨拶をする、笑顔を忘れない、明るく元気に過ごす  
・自分のよさや持ち味を活かせるように努める、自信を持つ、目標を立てて取り組む  
・一日一日を大切にする、当たり前のことを当たり前に行う  
・積極的に学ぶ姿勢をもつ（授業見学、先生方からのアドバイス、生徒から学ぶ等）、一
つでも多くのことを学び吸収する、全力を尽くして悔いのない 3 週間にする、精いっぱ
い努力する、謙虚な姿勢、感謝の気持ちをもつ 
・言葉遣いに注意する、自分の言動に責任を持つ  
・時間厳守、体調管理（生活リズムをつくる、早寝早起き）  
・決まりやルールを守る、服装身だしなみ 
〔生徒との関わり方〕  
・生徒のことをたくさん知る、流行や関心をリサーチする  
・生徒との距離感や接し方に気をつける、友達にはならない（メリハリをつける） 
 
③実習までに準備すること 
〔学習指導〕  
・担当科目の予習を行う（教科書の内容を頭に入れる、資料や新聞記事を集める、新聞
やニュースに目を通す、ネタを増やす等） 
・授業のイメージをつくる、事前に指導案を作成する、授業内容を練っておく、生徒の
立場で授業プランを見直す  
・模擬授業をたくさん行う、指導案や教材を（大学の担当教員に）チェックしてもらう  
・板書のまとめ方を考えておく、読みやすい字を練習する  
・生徒にわかりやすく説明できるようにしておく、人前での話し方を練習する  
〔その他〕 
・体調管理と生活リズムを整える  
・伝達力を上げる、人前で話すことに慣れる、コミュニケーション力  
・社会人としての知識やマナーを学んでおく  
・度胸を付ける、メンタルづくり  
・部活指導のための準備、体力づくり  
 
（２）教育実習終了直後のアンケート結果から  
「実習の前後で見方が変わったこと、ギャップを感じたこと」  
〔授業や学習指導〕  
・授業は先生が教えて生徒が聞いているものだと思っていたが、先生と生徒が作ってい
くものだと感じた。  
・準備の大切さ。一つの授業を作るのに何時間も勉強し練習しないといけないと思った。 
・教えることの難しさ。 
・社会科は教科書をまとめて生徒に伝える比較的簡単な教科だと思っていたが、知識が
ないと伝えることができない奥深い教科だった。板書させるより考えさせる方が大切だ
とわかった。  
・普段の生活や社会で起きている出来事が、授業でどのように使えるか考えるようにな
った。 
・指導案の作成が大変だった。  
・実際の授業ではどうやったらわかりやすいか、どう生徒の関心をひくのか細かな工夫
がなされていた。  
〔生徒理解〕 
・生徒は思った以上に教師のことをよく見ており、反応がない生徒も色々なことを考え、
様々な感情を持っている。  
・質問内容や授業の感想をみると思った以上に周りのことをよく考えている。  
・思っていたよりも反応がよかった。集中して授業に取り組んでくれた。  
・生徒の学力の差、バラつき、知識量や語彙力が思ったよりも少なかった。  
・自分の想像以上に勉強していない生徒が多く授業は静かだったが、よく勉強している
生徒、寝ている生徒、違うことをしている生徒など様々だった。  
・とても素直で活発だった。予想よりも幼い部分としっかりした部分があって驚いた。  
・先生が言ったことを素直に行動できる子が多かった。全体的にはまだまだ子どもだと
思った。 
・家庭の状況が生徒自身の性格をつくりだすことを身をもって実感した。  
〔コミュニケーション、人との関わり方〕  
・人に理解してもらう説明や方法の難しさ。 
・人前で話すこと、人との接し方。 
・一人の先生として、社会人として、生徒や先生方と関わることで、自分の言動に責任
を持つことの大切さを学んだ。  
・戻ってきてまわりから、しっかりとした声ではっきりと話すようになったと言われ、
自分で気づかないところも成長できているのだと思った。  
・実習前に比べて、感情表現が豊かになった。  
〔教師の仕事〕  
・教師という仕事の良い部分しか見えていなかったが、実際には問題が起きた時の対処
や書く授業のより良い指導など、様々な苦労があることを知った。 
・教科指導が二の次になるくらいとても仕事が多い（学級運営、クラスの生徒への対応、
割りふられた委員会の仕事、保護者対応、部活指導など）。雑務の多さに驚いた。  
・朝早くから夜遅くまで働き、想像していた以上に忙しい職業だと感じた。  
・自由なイメージがあったが、集団、組織の中で動いていることを知った。  
〔実習全般〕  
・場数を踏むことで緊張することが減った。  
・（大学での）教職の授業に臨む姿勢が変化した。授業の進め方や自分に足りないものを
探究する気持ちが身に付いた。  
・徹夜する日々を送ると考えていたが、準備と指導教諭のご厚意で授業、部活とあらゆ
る面でチャレンジさせて頂けた。生徒たちも自分に積極的に声をかけて信頼してくれた
ことを感じた。将来的に教員を目指したいと強く感じた。  
・自分もクラスを持ってみたい、教員になりたいと思う気持ちが強くなった。 
 
（３）教育実習中に直面した課題とその対応  
 次に「教育実践研究ⅡⅢ」の後期に教育実習の事後指導として学生に提出させたレポー
トの中から、いくつかを抽出して実習中にどのような問題に直面し考え取り組んできたの
か、そこからどのようなことを学んできたかのを事例とともに紹介する。以下では、レポ
ート内容を抜粋・要約して記載する。  
 
①A さんのレポートから（中学校英語）：清掃指導と教科内指導（学習態度の改善）  
私が実習で難しい、上手くいかないと感じたのは、「清掃・給食指導」と「教科内指導
（学習態度の改善）」についてである。清掃指導では、生徒が掃除を始めない、床の掃き方
は雑で床を拭く生徒も教室の端で座って話をしている、そのような様子から、あまりにも
掃除に対するやる気のなさが伝わってきて、どうしたらいいのかわからなくなってしまい、
きちんと叱れずにいた。もう一人の実習生も同じことを考えており、指導教諭に相談をし
たところ、「実習生といっても先生という立場なのだから、注意はきちんとするべき。生徒
がやらなかったら、教員が率先して行うべき。」という言葉をもらった。それから私は、本
気で注意をするようになった。そしてきちんと掃除をしたら褒め、感謝の気持ちを伝える
ようにした。給食指導も同様に、準備が進まないときは大声を出して「早く準備しないと、
食べる時間なくなるよ！」と声をかけ続けた。自分から何事も率先してやり、生徒に声を
かけ続けることで生徒たちもやらなければと思うのではないかと考えたからであった。 
そして教科内指導は、学習環境を整えることの大切さを学んだ。研究授業で発表者への
拍手が雑な生徒がいた。その時は気づかず反省会で教頭先生から指摘を受けた。それは発
表者からしたら不快なもので、発表を聞く生徒たちの態度も観察しておくべきだった。聞
くときは聞く、態度をきちんとする、といった基本的なことを指導することも重要だ。小
さなことでも間違った態度を改善していくことは、その生徒自身のためであり、まわりの
生徒にも影響してみんなのためでもある。子どもたちのためになる指導をしていくことが
大切だ。まだまだ課題はたくさんあるが、ひとつひとつを確実にし、生徒のことを考えて
臨機応変に行動できる教員になれるよう、努力をしていこうと思った。 
 
②B さんのレポートから（中学校英語） 
：就職活動と教育実習の両立、生徒とのコミュニケーション方法  
 私が直面した問題は、「就職活動と教育実習の両立」「生徒との関わり方」についてだ。 
「就職活動と教育実習の両立」は、実習前に採用選考が一日だけ重なることがわかった。
それを事前に申し出たところ、そのことが副校長の逆鱗に触れてしまった。実習直前にそ
のようなことがあり、実習先の先生方に本気で実習に取り組むつもりがないと思われてい
たらどうしようという不安な気持ちのまま実習がスタートした。実習の三日目、午前中は
選考に行き、午後から参加すると体育祭の打ち合わせでクラスが大荒れになっていた。指
導教員に任されて、生徒主体で話し合いが進むように見守っていたが、そのうち罵り合い
のようになっていった。自分が何もできずに実習へのやる気がさらに疑われてしまうとい
う焦りから、「静かに！！」と大きな声を出したが、生徒たちの耳には届かなかった。最終
的に指導教員が怒鳴り何も解決しないまま終わってしまった。放課後、何もできなかった
自分が悔しくて指導教員の前で泣いてしまった。実習に本気で取り組むという意気込みも
熱意も覚悟もあったはずが何一つできなかった。そして選考に行ったことでやる気がない
と思われていたら嫌だという自分の気持ちも、正直に指導教員に伝えた。指導教員は「実
習に本気じゃないなんて思っていないし、最初から完璧に何でもできる実習生なら実習の
必要もない、もしうまくいかなくてクラスがバラバラになっても自分が直せば良いことだ
から思うようにやってごらん」と言ってくださった。その言葉があったからこそ、実習に
対して驚くほど前向きになることができた。周りの意見や、一般的にどう見られているか
ではなく、自分の気持ちを正直に伝えたことで、自分の想いを理解してくれたと感じてい
る。そしてこの時の指導教員の言葉は、自分が教員になった時、生徒に応用して伝えたい
言葉である。生徒が本当はやりたいと思っているのに何らかの理由でできない時、自分の
教員としてできる最大の努力をもってその生徒の背中を押し、サポートをしてあげたい。  
 二つ目は「生徒との関わり方」である。これまで人前に立って長い時間何かをすること
や教えた経験、叱った経験などなく不安が大きかった。挨拶だけはきちんとしようと出会
う生徒全員に徹底したが、会話ができたのはわずかだった。信頼関係を築くことが大切だ
と感じていたが、授業準備もあって十分な時間が取れない。そこで生徒と文通をしようと
考えた。手紙なら直接言えないことも自分の言葉で伝えられ、素直に相手とコミュニケー
ションをとれる。指導教員には「大変だぞ～」とだいぶ引いた反応をされたが、実習中に
唯一自信もっていた選択だった。生徒の負担にならないよう小さなメモ用紙を朝の会で全
員に配り、趣味や興味があること、自分への質問等、何を書いてもよいと伝えた。翌日の
朝にはほとんどの生徒が書いてきてくれ、放課後か遅くても翌朝には全員に返事を出した。
そのうち他クラスの生徒も文通をしたいと言ってきてくれ、二週目半ばからは、毎日 20~30
人分ほどの手紙の数になった。体力的には大変だったが、手紙をきっかけに先生方も知ら
ない生徒の意外な一面を知り、趣味や興味がわかると話もしやすくなっていった。書いて
くれない生徒もいたが、なぜ書いてくれないのか、より生徒を観察するようになった。ま
た、私は生徒を叱ることがどうしても苦手だった。しかし実習をしていくうちに、叱る、
怒鳴るということだけが、間違った生徒をコントロールする方法ではないということを学
ぶことができた。ある生徒が授業に真面目に取り組まず、周りの生徒に迷惑をかけて校長
室に連れていかれた。自分も叱らなければならない状況だったが、どう叱ってよいかわか
らず、授業で学んだ「わたしメッセージ」を使ってみた。「○○君が大きい声で話していて
周りもざわざわし、授業が思い通りに進まなくて焦っちゃったよ。まだあまり授業に慣れ
ていないから困っちゃったな。次はもっと○○君が興味を持てる授業をするから聞いてほ
しいです。」と伝えた。翌日の授業では静かにしていたので気持ちが通じたのではないかと
思った。ただあまり意欲的に取り組んでいなかったので、授業後にその生徒のところに行
き、興味のあるものを質問した。ちょうど授業で取り入れられるような話題だったので「次
回は一緒にやろう」と声をかけた。教員はいかに生徒に叱られるような行動をさせないか、
ということも重要だと感じた。  
 三週間の教育実習では、いつも前向きに、特に目の前の生徒たちに対しては自分の大学
生としての事情は無関係だと考えるようにしていた。実習生として、一教員の卵として、
生徒一人ひとりとなるべく多く関わり、コミュニケーションをとるためにはどうすべきか
を常に考えた。問題をそのままにせず、指導教員に正直に想いを伝えられたことは幸いだ
った。どんなときも素直でいることの大切さを感じた。そしてどんな小さなことでもお礼
と感謝を忘れずに一生懸命取り組むことで、見てくれている人がおり、最後には困難も含
め全てが自分の力になると強く感じた。何より生徒と関わっている時の自分が一番自分ら
しくいられたと今では感じており、三週間は私にとって幸せな時間だった。教職課程で学
んできた三年間も含め、決してこの経験を無駄にすることのないよう、今後も何事にも一
生懸命取り組んでいきたい。  
 
③C さんのレポートから（中学校英語）：生徒との向き合い方  
 私が実習をした 2 年生のクラスは、多くの問題を抱えていた。指導教諭は常に生徒指導
と保護者対応に追われている状態で、運動会を２週間後に控えたクラスの雰囲気は決して
良いものではなかった。生徒の人格や事情、起きた問題の内容や経緯もわからない。そん
な状態で指導教諭と同様に生徒指導をするわけにもいかず、何もしないで教案づくりに勤
しむのも違うような気がした。正直なところ、指導教諭が生徒に対してとる言動に違和感
を覚えることもあった。生徒指導は、根底にその生徒との信頼関係がなければ成り立たな
い。ひたすらに生徒を抑え込む指導を見たときは疑問を抱いた。一方で、現場では生徒指
導は決して甘いものではなく、時には半強制的に対応しなければならない場面があること
も学んだ。私は「実習生」としてクラスの皆にどのように対応すべきなのか、また何がで
きるのかについては 3 週間悩み続けた。とにかく、私なりに生徒と向き合ってみようと考
え、生徒が一日の感想や体験を記す「生活の記録」でやり取りを始めた。普段見せない一
面見せてくれる生徒や、まったく心を開いてくれない生徒もいたが、一人一人の言葉に丹
精込めて返事をした。日に日により多くのことを書いてくれる生徒が増え、本当に嬉しか
った。給食の時間は、何か一つでも会話を投げかけることを心掛けた。運動会の練習で上
手くいかない「大縄跳び」のコツをインターネットで調べて発表すると、それまで騒いで
いた子を含む全員が、こちらを真剣な表情で見て集中して聞いてくれた。「指導」ではない
私なりの生徒との向き合い方を意識した。そして、生徒がそれを少なからず受け止めてく
れたのを確かに感じた。 
 教科指導では、教科書の内容が生徒にとって難しく、身近に感じられる題材でない単元
だったので、まずは関心を持ってもらうことを考えた。図や写真を拡大印刷して視覚的に
把握させたり、背景や関連した知識を織り交ぜて提示するなどの工夫が、教科指導では大
切であると感じた。学習意欲の見られない生徒が多く、最初はそれが自分の授業の進め方
の責任であると感じて落ち込んでいたが、先生方から「それは違う」と言っていただき、
寝ている生徒、上の空の生徒、教科書やノートも出さない生徒へ「がんばろう」と声をか
けることを常に心がけた。生徒全員が楽しめ、理解できる授業を今の私には作れるはずが
ないし、そもそもそんなことは不可能なのかもしれない。しかし、普段の生徒との付き合
い方と同様に、大切なのは「本気で向き合う姿勢」をこちらが見せていくことなのだと感
じた。そのための努力を怠らないことが、子どもと接する大人として一番に求められるこ
とであるように思う。  
 
④D さんのレポートから（中学校英語）：学習障害のある生徒への対応  
 母校の中学校で 3 週間の教育実習を行った。いくつか課題に直面したが、今回は「生徒
間のトラブル」を挙げる。  
 まず一つ目の生徒間のトラブルでは、私が担当したクラスに ADHD の生徒（以下、A
さん）がいた。実習 3 日目くらいで暴力を振ったり、落ち着きがない生徒であることがわ
かった。その頃、指導教員から「A さんは見てわかるように ADHD（多動性障害）をもっ
ています。普段は積極的にお手伝いしてくれたり、クラスを明るく盛り上げてくれたりし
ます。でもたまにお友達に暴力を振ってしまい、自分では理解しているけれどうまく対処
できないことがあります。3 週間の中でそういった言動がみられるかもしれないけど、A
さんを特別視する必要はなく、他の生徒と同じように扱ってください。」とアドバイスされ
た。少し気にかけながらも普段通りに接していこうと思った。ある昼休み、A さんと友達
が騒いでいたため落ち着くよう注意をしたが、数分後にまた騒いでいた。もう一度注意し
に行こうとすると、A さんが友達に暴力を振るい友達も反撃し始めた。急いで駆け寄って
やめるように言ったが、二人とも興奮して収まらない。近くにいた教員が止めに入ってく
れたが、もしそれがなかったらと考えると少し怖くなってしまった。その後も A さんの暴
力を見かけたが、興奮を落ち付けるためのアドバイス（友達は注意を聞いているので冷静
になりやすい。まずは A さんを止める努力をして、水を飲みに行かせるなど頭を冷やさせ
その間に友達に注意をしておく）を聞いていたので、それを実行するようにしていた。A
さん以外にも ADHD の子どもには様々な特徴があると思う。他の生徒に迷惑がかからな
いためにも、いくつかの対応策があるのだと知ることができた。  
 
⑤E さんのレポートから（中学校英語）：指導教諭との関係  
 教育実習では、授業担当とクラス担当で指導教員が分かれており、私はクラス担当者（以
下、A 先生）と上手く話すことができず、そのことが教育実習中のストレスになっていた。
A 先生は女性の体育教師で、はっきりとした物言いときびきびした動きが印象的だった。
実習初日は朝の会、給食、終わりの会とただ見学しているような状態で、自分でもとても
困惑していた。A 先生に話しかけようと学級だよりのことなどを話してみたが、あっさり
とした返事をもらい気まずいまま会話が終わった。無理に話しかけることは諦めて、タイ
ミングがよければいつでも話せるように意識するようにした。また A 先生の悪い印象を勝
手に作り上げないために、教師として見習うべき点や良いところをノートにメモした。A
先生は自分に対しては親しみのある態度をとっていなかったが、生徒には愛情のこもった
良き教師だったのでメモはたくさん書いた。結局、最後まで A 先生とは分かり合えなかっ
たが、最後の数日は行事のための準備のことで普通に話すことができた。体育教師だから
自ら主体的に動くことを求めているのだろうか、自分からもっと積極的に動くべきか、悩
んだが今でもよくわからない。相性もあり、打ち解けるまで時間がかかる関係だったのだ
ということにしている。 
 
⑥F さんのレポートから（中学校英語）：教職への適性  
 教育実習を通して「私は学校の先生に向いていない」と感じた。大学入学と同時に塾講
師を始め、生徒の前に立つことや授業をすることに抵抗はなかった。だが塾と学校の大き
な違いを感じた。それは生徒の姿勢にある。義務教育である学校は、生徒が「授業を受け
てやっている」という受け身の姿勢だ。一方塾は高い授業料と親の期待を背負っているの
で、「頑張って授業を受けなきゃ」と積極的な姿勢である。そうした違いを感じる中で、自
分が学校の先生に向いていないと思った第一の要因は、授業の仕方にある。公立中学校に
は様々な生徒がおり、特に学力の差はとても大きい。学力のバラバラな生徒 30 人を一人
の教師が教えなければならず、授業のレベルは中の下くらいに合わせなければならない。
何度も指示や注意をしたり、板書や活動の時間を多めにとること、応用まで到達できずに
基礎だけで終わることも多い。そうしたやり方を体験し、自分にはこの職は向いていない
と思わされた。  
 
⑦G 君のレポートから（高校公民）：教科の指導方法（教材研究の必要性、板書、教室全
体への目配り）  
 3 週間の実習ではいくつかの課題に直面した。一つ目は教材研究の必要性である。教科
書に載っている内容のみの授業なら教師は必要なく、生徒自身で学習できる。また教科書
には大まかな概要しか書かれていない。だからこそ教師がいかに専門的知識をもとに説明
できるかが大事になる。実習中も教科書の内容から、いかに発展させるかを考えて授業を
行い、そのほうが生徒の反応もよかった。二つ目は板書についてである。板書の分量、書
き方、板書後の立ち位置など、生徒の目線で考えなければいけない。分量が多くなると授
業の進行に支障をきたすので、教科書に載っているポイントはアンダーラインを引かせ、
一回の授業の板書量は黒板一面以内に収めることを心掛けた。板書後の立ち位置は、教室
の中心にいようという思いから教卓の前に立っていたが、指導教諭に指摘を受けた後は、
教室全体を後ろから見ているイメージで立ち位置に気をつけた。三つめは、50 分間で常に
教室全体に目を配ることだ。後ろの生徒に質問をしている間、前方の生徒が寝てしまった
ことがあった。指導教諭が声をかけて起きてくれたが、自分は全く気付いていなかった。
その後は一人の生徒に集中せず、教室全体を見渡すようにし、生徒の表情から理解できて
いるかどうかを読み取ることができ始めるようになった。  
 
⑧H 君のレポートから（高校公民）：自分らしい授業の進め方  
 教育実習で一番実感したことは、先生によって授業のやり方考え方が違うことである。
私自身はグループディスカッションなどを取り入れた活発な授業をしたいと思っていたが、
担当教員からは良くないという評価のためやり方を変えざるを得なかった。担当教員の授
業は、板書中心に進み発問は少なく要所で丁寧な説明をしていた。そこで私は、全て真似
するのではなく、板書で進めながらなるべく発問を増やし、生徒により馴染みがある内容
で説明できるように心がけた。生徒と同じ目線で授業ができることを目標にして、担当教
員が求める授業の中に自分らしさを取り入れる努力ができたと考えている。  
 
４ 実習前後における学生の認識の変化 
（１）実習前後のアンケートからわかること  
 実習開始前のアンケートを見ると、多くの学生は自分がきちんと授業をできるかどうか
に最も不安を抱いている。知識不足や生徒の興味、関心をひくわかりやすい授業ができる
のか自信がなく、実習が始まる前までに授業準備をしておこうという思いが強い。次いで
多かったのは生徒とのコミュニケーションについてである。生徒との関わり方、距離感、
信頼関係の築き方など、普段から中高生と接していないため、どう話しかけたらよいのか
がイメージできない。また「実習
．．
生
．
」として生徒と関わることを意識しており、厳密には
教師ではない実習生という身分で、相手とどう関係をとりもつかに不安を抱いている。  
 実習終了直後のアンケート結果からは、実習前に思い描いていたことと実際の教育実習
との間のギャップとして学生が着目した項目は、上から順に、「授業」「生徒」「人との関わ
り方」「教師という職業」であった。「授業」では、学生がイメージしていた授業の内容、
方法、進め方などと比べて、実際には多くの先生方の授業の仕方が生徒へ対する細やかな
配慮や工夫に溢れており、大きく違って見えたことがうかがえる。どんなに大学で教材研
究や指導案作成、模擬授業等を行っていても、本物の生徒を前にした臨場感を体験するこ
とはできない。また自分も授業をしなければいけないという緊張感の中で行う授業観察は、
今まで見えていなかったことや気づかなかったことにも目を向けていた結果であると思わ
れる。自分が受け持つ目の前の生徒への責任を意識し、試行錯誤しながら自分の授業を組
み立てていくことで、新たな視点から授業に対するイメージを獲得していったといえる。
「生徒」については、「思っていたよりも～～だった」という回答がとても多い。実習は
2~3 週間という短い期間だが、生徒の授業での様子や普段の会話など様々な場面で毎日関
わっていると、生徒のいろんな一面が見えてくる。学生たちの“生徒”へ対する先入観が
実習で変化したといえる。「人との関わり方」では、相手に理解してもらうために伝えるた
めの努力をすること、自分の行動に責任を持つことなどを体験的に学んできている。最後
の「教師という職業」では、朝から一日まわりの先生方の勤務する姿を見ていることで、
教師が行う仕事の全体像をつかんでいる。それをふまえて、どういうところにやりがいが
あるのか、あるいは時間が足りないほどに忙しい様子などを実感しているようである。  
 
（２）学生の事例からわかること  
 さて、今回紹介したレポートは、2014 年度の履修生 41 名の中から 8 名のレポートを取
り上げた。このレポートは実習を前期に終えて後期に事後指導を行っていく際に、各自の
課題を把握するために課した「実習中に直面した課題とその対応」の一部である。8 名の
うち常勤・非常勤を含めて 3 名が中高の教員になっている。また 1 名は小学校課程の免許
取得中、もう 1 名は民間の教育産業へ就職を果たしている（2015 年 8 月現在）。これらの
学生が熱心で意欲的であったことに変わりはないが、その他の学生についても一生懸命取
り組む気概が伝わってくる学生が多い年であった。そうした彼らが実習当時、どんなこと
に大変さを感じ、問題意識を持って取り組んできたのか、改めて振り返ってみたい。  
A さんの例では、掃除や給食、授業場面で、生徒にどのように声をかけて、集団行動で
のルールや規律を保ち、生徒たちに活動を促していったらよいのかについて悩んだ一場面
である。指導教諭の「実習生と言っても先生という立場」という言葉が後押しになって、
一歩踏み込めずにいた思いが一気に動いている。B さんの例は、就活のことで引け目を感
じていた中で、生徒にどう指導したらよいのかわからなくなったときに、それを素直に打
ち明けた。そのときの指導教諭の言葉が B さんの意識と行動を変えた。また生徒とのコミ
ュニケーションをとる手段として、生徒全員と一日に 20~30 通も文通のやり取りをするこ
とは決して容易ではない。しかし、それが B さんには自分に一番合ったやり方となり、生
徒との関係性を築くための一助になった。C さんの例は、指導教諭の生徒指導の仕方に違
和感を感じたところから始まっている。そして最終的には自分なりの生徒との向き合い方
を見出しているといえる。「大切なのは「本気で向き合う姿勢」をこちらが見せていくこと」
という言葉こそ、本人が実習を通して学んだ答えだといえる。D さんの例は、学習障害の
ある子どもを前にしてどう対応したらよいのか戸惑った様子が書かれている。その子の障
害の質に合った対応策や他の生徒への配慮など、大学の講義やテキストだけでは知ること
のできない現場の対応を学べたといえる。E さんの例では、指導教諭と打ち解けられない
関係を何とか打開しようと取り組む姿が見てとれる。指導教諭との関係がうまくいかない
実習生は毎年何名かいる。原因は様々であり学生側に問題がある場合、教諭側に問題があ
る場合の両方が考えられる。今回は明確な原因がはっきりしているわけではないが、本人
なりの努力をしながら割り切って前に進んでいる。F さんの例は、教育実習を終えて自分
の教職としての適性を分析した結果が述べられている。実習に行くすべての学生が学校の
教員に向いているとは限らない。それを自分の経験や考えに基づいて判断するのは大事な
ことである。G 君の例は、教科の指導方法の点で学んだことが具体的にまとめられている。
授業進行において、自分だけでは気づかなかったことを担当教諭らのアドバイスを受けて
修正し、生徒の目線で授業を見直すそうとする意識が授業の質を変えている。H 君の例で
は、自分の行いたい授業と指導教諭の授業方法が離れてしまっていた。自分の目指してい
たことを完全に抑えるのではなく、指導教諭の授業方法を取り込みながら、自分の考える
授業像へ近づける工夫をして授業を行っていった。  
以上が実習中に学生が経験してきたことである。紹介できた例はほんの一部だが、彼ら
が何を考えそこからどういう行動を起こし、最終的にはそれぞれの実習から何を得たのか
が示されているように思われる。  
 
（３）学生たちの教育実習体験からいえること 
 実習前に不安が募るのは自然なことである。事前指導でも、実習に向けた心構えや準備
の話をしたり、自分が担当する授業範囲の教材研究や指導案の作成を行わせている。ただ
し、実習先の学校の方針や指導教諭のやり方など一概にこうすればよいと言えない部分も
ある。だからこそ現場で柔軟に対応することも必要になる。学生たちのレポートに目を通
していると、一人ひとりが問題意識を持って自分なりの解決策を見つけようと、まわりの
先生方の力を借りながら取り組んできたことがよくわかる。自分が思い描いた実習生活や
教師の姿が違ってみえた学生は多いが、そこから自分なりに何を意識して取り組んできた
のかによって、彼らが実習で得たものは異なる。そのような実習中の体験を大学に戻って
きたときお互いに報告し合うことで、情報共有し比較しながら自分自身の実習を客観的に
捉える機会を生んでいる。実習から戻ってきた学生の中には、実習がうまくいかなかった
と感じて苦しい気持ちを抱えたままの者もいる。どこに原因があったのかを明らかにする
必要があるのだが、最初のうちは語りたがらない。学生同士で実習の報告を重ねていくう
ちに自分と似たような体験談を聞いて、段々と冷静になっていくことがある。  
教育実習の事後指導において考えなければいけないことは、一人ひとりが自分の経験の
中から学び取ったことを自覚し、さらに発展的に進めていくために何が必要なのかを自分
の頭で考え整理していくことである。そのための手助けをすることが、大学から学生を送
り出した側としての責任でもあるように感じる。  
 
５ 今後の教育実習指導への課題  
 本稿の目的は、今後の教育実習事前・事後指導を学生の関心や力量を見据えてより豊か
なものにしていくために、自学の強みを活かし「地に足の着いた教師教育とは何か」を考
えることであった。それについて現段階で考えていることを二点ほど述べておきたい。 
 まず本学では、教育実習中の巡回指導を全実習生に対して行っている。北は北海道から
南は沖縄まで全国各地の実習校を一人残らず訪問する。できるだけ実習生の研究授業と重
なる日程を調整するが、挨拶だけで終わることもある。しかし多大なコストと時間、労力
をかけて行っている巡回指導をさらに活かした指導の体制を築いていきたい。自分が直接
巡回できる回数は多くても 10 校に満たない。その中で最近とくに集中的に観察すること
は、実習生の様子である。充実した実習を送っている学生の表情は、大変そうな中にも力
が溢れている。しかしそうではない場合もある。そうした時は、指導教諭と直接話をでき
なかったり、何かこちらの中にモヤモヤしたものが残る訪問になっていた。今は可能な限
り授業検討会への参加や、指導教諭からの話を伺うようにしている。小さな話題の中から、
実習中の学生の様子を汲み取り、またその後の実習指導に活かせる点を探し出すようにし
ている。巡回指導は、課程教育の担当教員やゼミの指導教員が分担して行っているので、
訪問した教員が提出した報告書にも目を通すようにしている。訪問した教員同士で直接話
をする機会は数少ないが、なるべく直接話を伺う機会を見つけている。今後は機会を見つ
けて、実習後に改めて実習校を訪問し指導教諭らから聞き取り調査をしたいと考えている。
実習生の感想用紙の裏にある担当教諭からのコメント欄や実習の成績報告表のコメント欄
など、先生方が実習生をどうみていたのか、多少は知る手がかりがある。しかし例えば、
どのように具体的な指導をされたのか、そこにどんな方針や意図があったのか等、細かい
ところまではわからない。そうしたことを伺える機会を作っていけたらよいと考えている。 
 二点目は、教職課程を履修する学生への支援体制である。現行の教職履修生のための課
程室は、採用試験の情報や問題集、教科書などが置かれているが、まだ十分に学生に活用
されているとは言いにくい。また、教員を本気で目指そうとする学生へのアドバイスを教
員のオフィスアワー等で行っているが、個別的な対応が中心で学生全体の状況を把握しに
くい。学生同士が横のつながりを意識して切磋琢磨できる学習機会を提供できるとよい。
そうした問題点を克服するための仕組みづくりについては、さらに考えていくべき課題で
ある。 
 本学の教職履修者数は、全学的にみても決して数は多くない。だからこそ行き届いた少
人数ならではの指導が可能となる。逆にコストをかけられるところとそうでないところも
あるが、教員を目指ざそうと考えている学生がいる限り、彼らにとってよい形で支援をし
ていきたい。教員養成課程を取り巻く現状は、年々厳しいものとなっている。教師という
職業自体が高度化、専門職化していく中で、更なる内容の充実が要請されており、場当た
り的な改善を繰り返すだけでしのげるものではない。自学の教職課程を将来的にどうして
いくかまで見据えた対応方針や改善方法まで考えていく必要がある。  
 
                                                   
1 「大学における教員養成」は、戦前、師範学校を中心として行われていた教員養成が、
戦後の教育改革において、幅広い視野と教養、専門的知識を兼ね備えた教員を育成する観
点から、学問や研究を行う大学が担い手になったことをいう。ここには戦前の師範学校で
行われていた教育が実用主義、技術主義に陥っていたことや、国家の定めた政策や教育内
容を無批判的に受容し、子どもたちに注入する「師範タイプ」の教員を生み出したとの反
省がある。 
2 「教育実践研究Ⅱ」は中学校の教員免許状取得希望者が履修する科目で、単位数は 3 単
位である。「教育実践研究Ⅲ」は高校の免許状取得希望者で単位数は 2 単位である。学生
は希望する免許状によって、ⅡもしくはⅢのどちらかを履修する。また「教育実践研究Ⅰ」
は 3 年次に履修する教育実習の事前指導科目である。なお、平成 25 年度入学生より「教
育実践研究Ⅰ」は「教育実習指導」へ、「教育実践研究Ⅱ・Ⅲ」は「教育実習Ⅰ・Ⅱ」へと
科目名を変更する。  
3 後期、第一回目に行う授業では 4 年生のほかに、3 年生と教職担当教員全員にも参加し
てもらい「教育実習報告会」を行っている。報告者は教育実習録の記述や巡回指導教員か
らの推薦、実習校での成績報告表などをもとに 6 名程度を指名し、次に掲げる内容をまと
め発表するように伝えている。 
・教育実習に際しての心構え  
・実習前と実習中はどのような準備をしたのか  
                                                                                                                                                               
・実習中の過ごし方  
・印象に残っている出来事  
・実習で学んだこと  
4 とくに 2014 年度の授業では、グループで実習中に悩んだことをディスカッションさせ
たあとに、持ち寄った事例をもとに劇をつくり、最後にその劇を教職履修の 1 年生から 3
年生の前で発表した。自身の経験をまわりの多くの仲間と共有し比較することで、自分の
実習体験を客観的に捉え直すことができ、自己の課題を自覚することにつながったと考え
られる。 
5 本学の「教職実践演習」はオムニバス形式で複数教員が担当しており、履修カルテを用
いた振り返り、学級経営、生徒指導、模擬授業、等々のテーマについて、ディスカッショ
ンやロールプレイングを取り入れて進めている。さらに武蔵野市教育委員会の協力を得て
武蔵野市や東京都の取り組みについて話を伺ったり、大学内で小学生を対象とした無料の
塾を開設してボランティア活動を行っている。このように教員としての資質を確実に身に
付けさせるための必修科目として、本学では 2013 年度から授業を行っている。  
6 中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）」2006 年 7 月 11
日 
